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「
袋
田
の
滝
」
、
そ
の
昭
和
史
の
一
端
を
探
る 

 
 
 
 
 
 
 

―
昭
和
二
年
、
投
票
に
よ
る
観
光
地
選
び
の
断
片
― 

  

平
成
三
十
年
十
月
二
十
五
日
、
東
京
・
銀
座
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
イ
バ

ラ
キ
セ
ン
ス
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
茨
城
県
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
を
目
的
と
し
た
情
報
発
信
の
拠
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ダ
イ
ニ

ン
グ
で
は
、
食
事
を
し
な
が
ら
壁
に
映
る
袋
田
の
滝
の
映
像
が
楽
し
め
る
と
い

う
。
袋
田
の
滝
が
、
誰
も
が
認
め
る
茨
城
県
の
象
徴
的
な
景
勝
地
に
な
っ
て
い

る
こ
と
の
ま
さ
に
証
し
で
あ
ろ
う
。 

さ
て
、
西
行
法
師
を
は
じ
め
古
く
か
ら
多
く
の
文
人
墨
客
が
袋
田
の
滝
を
訪

れ
、
そ
の
絶
景
に
感
嘆
し
て
様
々
な
作
品
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

し
か
し
他
方
で
、
多
く
の
県
民
に
、
あ
る
い
は
国
民
に
知
ら
れ
て
い
た
か
と
い

う
と
そ
う
と
も
言
え
な
い
。
昭
和
の
初
め
ま
で
、
そ
の
知
名
度
は
む
し
ろ
低
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
打
開
し
、
知
名
度
を
押
し
上
げ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
全
国
民
に
参
加
を
呼
び
掛
け
た
投
票
に
よ
る
観
光

地
選
び
で
あ
っ
た
。 

昭
和
二
年
四
月
九
日
、
東
京
日
日
新
聞
（
後
の
毎
日
新
聞
）
に
一
つ
の
社
告
が
載

っ
た
。
曰
く
、「
昭
和
の
新
時
代
を
代
表
す
べ
き
新
日
本
の
勝
景
は
宜
し
く
わ
れ

等
の
新
し
い
好
尚
に
よ
つ
て
選
定
さ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
こ
れ
本
社
が

こ
の
昭
和
の
時
代
の
初
頭
に
お
い
て
『
日
本
新
八
景
』
の
選
定
を
江
湖
に
は
か

る
ゆ
ゑ
ん
で
あ
り
ま
す
」
。
新
八
景
の
選
定
方
法
は
、
山
岳
、
渓
谷
、
湖
沼
、
海

岸
、
河
川
、
平
原
、
瀑
布
、
温
泉
の
八
部
門
ご
と
に
一
般
国
民
か
ら
の
推
薦
投

票
に
よ
っ
て
「
高
点
順
十
位
づ
ゝ
を
候
補
地
と
し
て
」
選
び
、
各
方
面
の
学
者

専
門
家
を
主
体
と
し
て
組
織
さ
れ
る
審
査
委
員
会
で
決
定
す
る
と
い
う
も
の
。

主
催
は
東
京
日
日
新
聞
社
と
大
阪
毎
日
新
聞
社
で
あ
っ
た
。
連
日
、
関
連
記
事

が
紙
面
を
に
ぎ
わ
せ
る
な
か
、
投
票
は
翌
四
月
十
日
か
ら
五
月
二
十
日
ま
で
の

四
〇
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
同
時
に
、
四
月
十
六
日
付
紙
面
か
ら
は
部

門
別
の
開
票
速
報
が
掲
載
さ
れ
た
。 

こ
の
呼
び
か
け
に
、
茨
城
県
や
大
子
町
域
の
人
た
ち
は
ど
う
反
応
し
た
の
か
。

東
京
日
日
新
聞
茨
城
版
は
、
興
味
深
い
記
事
を
毎
日
の
よ
う
に
載
せ
て
い
る
。

当
初
、
県
首
脳
部
は
「
山
で
は
筑
波
、
湖
沼
で
は
霞
ヶ
浦
、
海
岸
で
は
大
洗
」

を
有
力
候
補
地
と
し
て
考
え
て
い
た
が
、
開
票
速
報
が
瀑
布
部
門
の
上
位
に
「
袋

田
瀧
」
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、「
筑
波
と
袋
田
を
投
票
せ
よ
」
と
そ
の
認
識

を
大
き
く
変
え
た
。
何
よ
り
、
地
元
袋
田
村
及
び
袋
田
保
勝
会
を
軸
と
し
た
投

票
運
動
に
は
一
段
と
拍
車
が
か
か
り
、
運
動
の
輪
も
他
の
市
町
村
へ
と
広
が
っ

て
い
っ
た
。
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
五
月
十
九
日
付
の
茨
城
版
は
大
子
青
年
会
の

動
き
を
伝
え
て
い
る
。「
十
八
日
雨
の
中
を
会
員
数
名
が
水
戸
市
に
来
り
自
動
車

で
市
中
を
ね
り
ま
は
し
水
戸
市
民
の
御
投
票
を
乞
ふ
と
謄
写
版
ず
り
の
宣
伝
ビ

ラ
を
ま
い
た
が
水
戸
署
へ
も
持
ち
込
ん
で
来
る
の
で
署
員
も
そ
れ
ぞ
れ
袋
田
の

瀧
の
た
め
投
票
し
た
」、
と
。
県
内
外
に
広
が
っ
た
運
動
が
功
を
奏
し
、
何
と
「
袋

田
瀧
」
は
四
十
六
万
八
三
八
票
を
獲
得
し
て
瀑
布
部
門
第
一
位
に
輝
い
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、「
袋
田
瀧
」
は
八
景
に
は
選
ば
れ
な
か
っ
た
。
審
査
委
員
会
が

選
ん
だ
の
は
華
厳
瀧
で
あ
り
、「
袋
田
瀧
」
は
日
本
廿
五
勝
の
一
つ
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

た
だ
、
何
人
も
予
想
し
な
か
っ
た
こ
の
結
果
と
投
票
を
通
じ
て
全
国
的
に
紹

介
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
水
郡
線
の
開
通
（
昭
和
二
年
三
月
）
と
も
相
ま

っ
て
滝
を
訪
れ
る
観
光
客
が
大
幅
に
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
袋
田
駅
と
滝
を
結

ぶ
道
路
の
改
修
や
休
息
所
の
設
置
等
今
日
に
つ
な
が
る
環
境
整
備
の
起
点
と
も

な
っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
絶
景
を
愛
で
る
た
め
誰
も
が
一
度
は
行
っ
て
み
た

い
と
思
う
観
光
資
源
に
成
長
す
る
第
一
歩
と
も
な
っ
た
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
投
票
運
動
に
駆
り
立
て
た
熱
情
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
深
層
に
思
い
を
馳
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

 

（
齋
藤
典
生
） 
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江
戸
の
詩
人
大
窪
詩
仏
（
五
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

島
崎
和
夫 

 

酒
と
書 

 

詩
仏
は
酒
が
好
き
で
し
た
。「
竹
」
と
題
す
る
『
詩
聖
堂
詩
集
二
編
』
巻
六

に
収
め
ら
れ
た
五
言
絶
句
が
あ
り
ま
す
。
五
四
歳
の
こ
ろ
の
作
で
す
。 

 

君
亦
雖
沈
酔 

 
 

君
も
ま
た
沈
酔
す
と
い
え
ど
も
、 

一
年
纔
一
回 

 
 

一
年
わ
ず
か
に
一
回
、 

不
似
老
詩
客 

 
 

似
ず
、
老
詩
客
の 

日
傾
三
百
杯 

 
 

日
に
三
百
杯
を
傾
く
る
に 

（
読
み
下
し 
大
森
林
造
『
大
窪
詩
仏
ノ
ー
ト
』
） 

  

竹
に
竹
酔
日
（
五
月
十
三
日
。
こ
の
日
に
竹
を
植
え
る
と
よ
く
繁
茂
す
る
と
い
う
）

が
あ
る
が
、
年
一
回
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
老
詩
人
は
日
々
三
百
杯
を
傾
け
て

楽
し
ん
で
い
る
、
と
詩
仏
は
言
う
の
で
す
。 

 

江
戸
の
高
級
料
亭
八
百
善
の
二
階
座
敷
で
、
亀
田
鵬
斎
、
谷
文
晁
、
大
田

南
畝
と
酒
を
飲
み
交
わ
し
て
い
る
画
が
あ
り
ま
す
（
『
江
戸
料
理
通
』
）
。
気
心
の

し
れ
た
友
人
に
囲
ま
れ
て
談
笑
す
る
詩
仏
の
表
情
は
、
そ
の
人
柄
を
よ
く
あ

ら
わ
し
て
い
ま
す
。 

 

酔
え
ば
、
詩
を
詠
み
、
筆
を
揮
い
ま
す
。
と
き
に
は
竹
の
絵
を
添
え
て
。

墨
竹
は
、
書
の
筆
の
動
き
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。
書
の
巧
み
な
詩
仏
だ

か
ら
描
け
る
も
の
で
し
た
。
酔
え
ば
な
お
さ
ら
で
す
。 

『
詩
聖
堂
詩
集
初
編
』
の
市
河
寛
斎
序
文
に
「
文
雅
の
家
に
は
必
ず
詩
仏
の

詩
と
竹
を
書
い
た
軸
物
が
か
か
っ
て
い
る
」
と
あ
る
ほ
ど
、
詩
仏
の
詩
と
書

お
よ
び
詩
に
添
え
ら
れ
る
竹
の
画
は
も
て
は
や
さ
れ
ま
し
た
。
旅
先
で
も
求

め
ら
れ
れ
ば
、
気
軽
に
応
じ
て
い
た
の
で
す
。 

 

文
人
が
詩
文
書
画
の
作
品
に
つ
い
て
、
応
分
の
対
価
を
取
る
こ
と
を
恥
と

し
な
く
な
っ
た
の
は
、
文
化
年
間
か
ら
始
ま
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
文

人
を
本
業
と
し
て
生
計
が
成
り
立
つ
よ
う
に
な
り
、
詩
仏
も
そ
の
一
人
、
い

や
詩
人
で
は
詩
仏
だ
け
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。 

 

詩
仏
の
死 

 

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
夏
、
長
女
百
二
が
医
者
の
小
川
泰
堂
と
結
婚
し
ま

す
。
そ
の
直
後
詩
仏
は
吐
血
し
、
一
旦
回
復
し
た
も
の
の
翌
天
保
八
年
二
月

病
状
が
悪
化
し
、
十
一
日
に
歿
し
ま
す
。
享
年
七
一
で
し
た
。 

 

豊
後
国
日
田
郡
堀
田
村
（
現
大
分
県
日
田
市
）
の
学
塾
咸
宜
園
に
お
い
て
三

千
人
を
こ
え
る
門
弟
を
養
成
し
た
広
瀬
淡
窓
が
、
日
記
「
懐
旧
楼
筆
記
」（
『
淡

窓
全
集
』
）
の
天
保
八
年
三
月
二
十
七
日
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
し
ま
し
た
。 

 
 

大
窪
詩
仏
没
ス
ル
コ
ト
ヲ
聞
ケ
リ
。
余
其
名
ヲ
聞
ク
コ
ト
、
已
ニ
三
十 

 
 

年
。
齢
ハ
七
十
余
ナ
ル
ベ
シ
。
五
山
、
詩
仏
ノ
名
、
児
童
ト
雖
モ
知
ラ 

 
 

ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
故
ニ
交
義
ナ
シ
ト
雖
モ
、
其
死
ヲ
録
ス
。 

 

戒
名
は
天
真
詩
佛
居
士
。
浅
草
の
光
感
寺
に
葬
ら
れ
ま
す
。
墓
碑
に
は
、

「
詩
仏
大
窪
先
生
墓
」
と
隷
書
体
の
大
字
で
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
詩
仏
に
詩

書
を
学
ん
で
い
た
小
倉
藩
世
子
小
笠
原
忠
徴
の
書
で
す
。 

 

の
ち
墓
は
藤
沢
市
に
移
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
は
池
上
本
門
寺
（
東
京
都
大
田

区
）
の
大
堂
の
傍
ら
に
あ
り
ま
す
。 

 

【
付
記
】 

日
立
市
郷
土
博
物
館
で
、
二
〇
〇
八
年
三
月
に
「
江
戸
民
間
書
画

美
術
館
渥
美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

大
窪
詩
佛
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
京

世
田
谷
の
渥
美
國
泰
さ
ん
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
詩
仏
作
品
百
四
点
と
谷

文
晁
ら
友
人
の
作
品
数
十
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
展
覧
会
の
担
当
は
、

当
時
博
物
館
に
つ
と
め
て
い
た
私
で
し
た
。
詩
仏
の
名
前
は
知
っ
て
い
た
と

い
う
程
度
で
、
詩
の
こ
と
も
書
の
こ
と
も
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
状
態
で
始

ま
り
ま
し
た
が
、
渥
美
さ
ん
、
そ
し
て
詩
仏
研
究
家
の
大
森
林
造
さ
ん
お
二

人
の
ご
尽
力
に
よ
り
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
稿
も
、
そ
の
お
二

人
の
仕
事
に
す
べ
て
を
負
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
日
立
市
在
住
） 
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従
是
奧
は
真
っ
暗
や
み
ぞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

―
「
八
溝
」
の
名
称
を
史
料
か
ら
探
る
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

飯
村
尋
道 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

八
溝
山
（
一
、
〇
二
二
米
）
は
茨
城
・
福
島
・
栃
木
三
県
に
跨
る
本
県
最
高

峰
の
霊
峰
で
あ
る
。
山
上
近
く
八
合
目
の
「
八
溝
山
日
輪
寺
」
は
『
ほ
と
け

の
光
り
山
も
輝
く
』
と
詠
わ
れ
た
坂
東
の
霊
場
で
あ
り
、
そ
の
守
護
神
と
し

て
山
上
に
鎮
座
す
る
「
八
溝
嶺
神
社
」
は
山
麓
の
村
々
に
豊
穣
を
も
た
ら
す

嵐
除
け
の
作
神
と
し
て
、
古
来
よ
り
崇
敬
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

 
 

さ
て
「
八
溝
」
の
名
称
は
、
平
安
時
代
の
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
三
年
（
八

三
六
）
正
月
の
条
に
「
八
溝
黄
金
神
」
が
、
延
長
五
年
（
九
二
七
）
に
編
纂
さ

れ
た
『
延
喜
式
』
に
「
八
溝
黄
金
神
社
」
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
遠
く
奈

良
時
代
頃
に
は
既
に
使
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

 
 

そ
の
八
溝
の
名
の
由
来
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
「
高
笹
山
の
半
腹
に
畏
る

べ
き
鬼
神
が
い
て
、
或
時
は
鬼
形
に
或
時
は
蛇
身
に
又
は
婦
人
童
子
と
化
け

て
人
を
害
し
た
。
土
人
は
こ
れ
を
鬼
賊
大
猛
丸
と
い
っ
た
。
昔
は
山
を
囲
ん

で
人
家
も
多
く
、
高
笹
山
に
朝
日
が
斜
陽
に
照
る
時
は
嶺
に
五
色
の
雲
が
起

き
て
雲
中
に
音
楽
の
響
き
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
鬼
神
が
住
ん
で
か
ら

人
家
も
離
散
し
て
つ
い
に
怖
畏
の
地
と
な
っ
た
」
と
い
う
。
偶
々
「
弘
法
大

師
は
湯
殿
山
か
ら
の
帰
路
こ
こ
に
到
り
、
こ
の
話
を
土
人
か
ら
聞
い
て
、
鬼

賊
の
怖
畏
を
除
ん
と
高
笹
山
に
登
る
と
、
鬼
賊
の
仕
業
か
雲
霧
山
を
覆
し
頻

り
に
風
雨
震
動
し
東
西
も
分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
大
師
が
虚
空
に
向
か
っ
て

般
若
の
字
を
書
く
と
忽
ち
雲
は
晴
れ
風
定
ま
っ
て
鬼
賊
は
退
没
し
た
」
と
い

う
。
そ
し
て
「
大
師
が
絶
頂
に
至
り
山
の
形
を
見
る
と
八
葉
の
覆
蓮
花
の
如

く
峯
よ
り
八
個
の
谷
分
れ
山
水
八
方
ヘ
流
れ
落
ち
て
い
る
。
よ
っ
て
八
溝
の

嶺
と
呼
ん
だ
」
と
い
う
（
『
八
溝
山
日
輪
寺
旧
記
』
、
原
文
の
意
訳
。
傍
線
は
筆
者
、

以
下
同
様
）
。
こ
の
八
峰
八
谷
が
一
般
的
に
由
来
の
通
説
と
な
っ
て
い
る
。 

 

水
戸
義
公
（
光
圀
）
は
、
八
溝
山
に
登
り
「
八
谷
」
の
異
名
を
命
名
し
た
。

即
ち
『
八
溝
山
日
輪
寺
縁
起
』
に
あ
る
清
浄
谷
（
真
名
板
沢
）
、
蓮
華
谷
（
極

楽
沢
）
、
菩
提
谷
（
妙
院
沢
）
、
鬼
里
ヶ
谷
（
殕
石
沢
） 

肉
流
谷
（
腐
れ
沢
）
、

獅
子
谷
（
鹿
野
又
沢
）
、
濃
鮮
谷
（
崖
ヶ
畑
）
、
沈
永
谷
（
金
山
沢
）
の
八
谷
で

あ
る
。 

写
真
は
戦
前
、
下
妻
町
の
田
畦
豊
氏
が
日
輪
寺
籠
堂
の
茶
ノ
間
に
あ
っ
た

「
悪
路
王
大
竹
丸
首
指
物
」
の
掛
軸
を
模
写
し
た
も
の
。

大
猛
丸
は
『
近
津
大
明
神
縁
起
』
（
元
禄
十
三
年
）
に
「
凡

三
ヶ
国
の
界
に
大
山
あ
り
元
来
草
木
生
茂
り
常
に
雲
霧

立
お
ひ
月
日
の
影
も
漏
さ
ざ
れ
ば
昼
猶
夜
の
如
し
（
中

略
）
山
上
に
悪
鬼
あ
り
、
烈
風
を
起
し
暴
雨
を
降
ら
せ

年
穀
を
傷
な
ひ
牛
馬
を
挫
き
鶏
犬
を
取
掠
て
禍
頗
る
人

民
に
及
ぶ
」
と
。 

ま
た
『
常
陸
紀
行
』
（
文
政
九
年
）
に
「
八
溝
山
に
妖

鬼
あ
り
て
常
に
陰
雲
晦
冥
、
麓
も
雲
霧
濠
々
と
し
て
黒
暗
な
り
し
故
に
黒
沢

と
呼
ぶ
と
な
り
、
土
人
因
て
此
黒
沢
よ
り
奧
は
や
み
ぞ
と
云
ふ
」
、
昼
な
お

夜
の
如
く
真
っ
暗
や
み
に
し
て
い
る
の
が
鬼
賊
大
猛
丸
で
「
此
妖
鬼
を
近
津

神
が
退
治
し
、
今
近
津
宮
に
神
宝
と
な
り
て
爪
牙
な
と
存
せ
り
、
又
一
説
に

は
龍
蛇
蟄
蔵
し
て
人
民
を
残
害
せ
り
、
須
藤
権
守
某
、
八
溝
山
の
奧
笹
ヶ
岳

（
高
笹
山
）
に
て
平
治
せ
し
よ
し
那
須
記
に
見
ゆ
、
今
上
野
宮
村
に
洞
穴
あ
り

て
蛇
穴
と
呼
坪
名
あ
り
是
毒
蛇
蟄
せ
る
處
な
り
と
も
い
へ
り
」
と
。 

『
東
白
川
郡
誌
』
に
も
「
陰
暗
幽
冥
、
妖
鬼
住
み
人
跡
全
く
絶
つ
、
俗
に

称
し
て
や
み
ぞ
と
云
ふ
」
と
。 

大
猛
丸
は
『
八
溝
山
日
輪
寺
旧
記
』
で
は
弘
法
大
師
、
『
那
須
記
』
（
延

宝
四
年
）
で
は
須
藤
権
守
、
『
近
津
大
明
神
縁
起
』
や
『
白
河
古
事
考
』
（
文

化
元
年
）
で
は
池
田
村
領
主
藤
原
冨
得
が
退
治
し
た
と
な
っ
て
い
る
。 

八
溝
の
由
来
が
「
八
ッ
の
溝
」
か
「
真
っ
暗
闇
ぞ
」
な
の
か
、
奧
深
い
八

溝
は
ま
だ
ま
だ
探
訪
尽
く
せ
ず
、
ま
さ
に
「
や
み
ぞ
」
で
あ
る
。 

（
常
陸
大
宮
市
在
住
） 
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大
子
町
・
鎮
守
の
杜
（
九
） 

熊 

野 

神 

社
（
大
子
町
浅
川
三
九
〇
三
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
根
信
和 

 
 

  

大
子
駅
前
か
ら
市
街
地
を
通
り
、
県
立
大
子
清
流
高
等
学
校
を
過
ぎ
て
県 

道
一
六
〇
号
（
梨
野
沢
大
子
線
）
を
走
る
。
道
路
の
脇
に
は
浅
川
の
清
流
が
流 

れ
、
左
右
に
は
赤
く
色
づ
い
た
リ
ン
ゴ
畑
が
続
い
て
い
る
。
駅
か
ら
約
五
キ 

ロ
メ
ー
ト
ル
、
茨
城
交
通
バ
ス
停
「
中
井
」
か
ら
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ 

ろ
に
熊
野
神
社
の
社
号
標
、
旗
立
柱
、
文
化
財
の
説
明
板
が
設
置
さ
れ
て
い 

る
。
参
道
を
上
り
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
随
身
門
か
ら
境
内
に
入
る
。
巨
大
な 

ス
ギ
の
杜
、
歴
史
の
重
さ
を
感
じ
る
。
正
面
に
社
務
所
（
直
会
所
）
、
左
手
に 

折
れ
る
と
拝
殿
で
あ
る
。 

境
内
右
手
に
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
建
立
の
「
浅
川
の
さ
さ
ら
」、「
浅
川 

獅
子
頭
」
が
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
記
念
碑
、
狛
犬
、
石
燈
籠
、
神
庫
、
御

神
木
の
巨
ス
ギ
が
あ
る
。
ま
た
、
一
三
段
の
石
段
を
上
る
と
玉
垣
に
囲
ま
れ

た
拝
殿
、
右
手
に
天
保
七
年(

一
八
三
六)

奉
納
の
石
燈
篭
が
一
基
あ
る
。 

拝
殿
は
入
母
屋
造
り
、
銅
版
葺
き
、
間
口
三
間
、
奥
行
二
間
の
広
さ
六
坪

で
あ
る
。
拝
殿
の
扉
の
両
側
に
は
花
鳥
、
向
拝
の
天
井
に
は
み
ご
と
な
龍
の

彫
刻
が
見
ら
れ
、
ま
た
屋
根
の
鬼
板
の
部
分
に
は
鬼
面
が
取
り
付
け
ら
れ
て

い
る
。
本
殿
は
銅
版
葺
き
、
広
さ
は
一
間
四
方
の
一
坪
で
、
拝
殿
と
屋
根
が

連
結
さ
れ
て
い
て
内
部
は
見
え
な
い
。
本
殿
の
左
手
に
は
三
基
の
末
社
、
右

手
に
は
大
龍
神
社
他
一
基
の
末
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。『
茨
城
県
神
社
誌
』
に

は
末
社
と
し
て
、
大
六
天
王
神
社
、
八
龍
神
社
、
白
山
神
社
、
淡
島
神
社
、

愛
宕
神
社
、
鹿
島
神
社
、
見
渡
神
社
、
別
雷
皇
大
神
、
稲
荷
神
社
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。 

社
伝
に
よ
る
と
、
天
応
元
年
（
七
八
一
）
に
紀
州
熊
野
権
現
を
勧
請
、
天
正

元
年
（
一
五
七
三
）
十
二
月
二
十
八
日
社
殿
を
造
営
、
熊
野
山
大
権
現
と
尊
称
、

別
当
大
光
院
が
奉
務
し
て
い
た
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
失
火
、
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
本
殿
造
営
し
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
拝
殿
を
造
営
し
た
。

祭
神
は
伊
邪
那
岐
命
（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）
、
神
紋
は
三
ッ
巴
紋
で
あ
る
。 

社
宝
と
し
て
獅
子
頭
（
太
郎
・
次
郎
・
女
獅
子
）
三
頭
が
あ
る
。
面
の
長
さ
は

一
九
セ
ン
チ
か
ら
二
三
セ
ン
チ
、
材
質
は
桐
材
で
、
目
・
鼻
・
歯
に
は
金
箔

が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
そ
の
他
に
は
漆
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
太
郎
・
次
郎
獅
子
に

は
二
本
の
角
、
女
獅
子
に
は
一
本
の
角
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
朱
色
で
あ
る
。

頭
部
は
、
東
天
紅
の
羽
根
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
吉
成

八
衛
門
作
の
銘
が
あ
り
、
徳
川
光
圀
か
ら
の
拝
領
物
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
昭

和
三
十
七
年
二
月
、
茨
城
県
有
形
文
化
財
・
彫
刻
に
指
定
）
。 

「
浅
川
の
さ
さ
ら
」
は
、
熊
野
神
社
の
祭
礼
に
奉
納
さ
れ
る
獅
子
舞
で
あ

る
。
二
〇
年
ご
と
に
、
神
輿
が
神
社
か
ら
祭
事
場
ま
で
渡
御
す
る
間
、
行
列

の
露
払
い
と
し
て
参
加
す
る
。
祭
事
場
に
神
輿
が
安
置
さ
れ
る
と
、
そ
の
前

で
舞
が
奉
納
さ
れ
る
。
舞
子
方
三
人
、
囃
子
方
四
人
で
構
成
さ
れ
、
平
和
を

願
い
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
舞
で
あ
る
（
昭
和
三
十
年
六
月
、
茨
城
県
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
）
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
水
戸
市
在
住
） 

熊野神社拝殿を臨む 

鳥居の向こうに随身門が見える 
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菊
池
雄
二
郎
氏
所
蔵
文
書
に
つ
い
て 

                                  
 
 
 
 
 
 
 

野
内
正
美 

  

平
成
三
十
年
二
月
十
六
日
に
大
子
町
上
岡
の
菊
池
雄
二
郎
氏
か
ら
大
子
町

教
育
委
員
会
へ
、
「
書
物
等
資
料
六
五
点
と
書
掛
軸
一
点
」
の
史
料
を
調
査

し
て
欲
し
い
と
の
相
談
が
あ
っ
た
。 

 

「
書
掛
軸
」
に
つ
い
て
は
、
松
戸
市
戸
定
歴
史
館
の
小
寺
瑛
広
研
究
員
よ

り
、
最
後
の
水
戸
藩
主
徳
川
昭
武
の
花
押
で
あ
る
と
の
ご
教
示
を
得
た
。 

 

「
書
物
等
資
料
」
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
茨
城
県
立
歴
史
館
が

開
館
し
た
あ
と
、
桜
庭
宏
歴
史
館
研
究
員
が
「
茨
城
県
政
資
料
展
」
を
開
催

し
た
と
き
に
整
理
し
た
も
の
で
、
内
容
は
、
初
代
・
二
代
の
菊
池
武
保
が
県

議
会
議
員
で
あ
っ
た
時
代
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
正
期
に
は
憲
政
会(

大

津
淳
一
郎)

と
政
友
会(

根
本
正)

が
水
郡
線
建
設(
昭
和
二
年
三
月
十
日
常
陸
大
子
駅

開
通)

を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
お
り
、
当
時
の
政
治
の
動
き
を
知
る
上
で
、
貴
重

な
史
料
で
あ
る
。
そ
の
史
料
の
一
端
を
紹
介
し
よ
う
。 

・
大
正
九
年
五
月
二
十
四
日 

史
料
番
号
②(

手
紙) 

大
子
煙
草
生
産
組
合
同
業
組
合
長
木
沢
源
太
郎
か
ら
「
大
正
八
年
煙
草

耕
作
成
績
優
勝
旗
授
与
式
挙
行
に
つ
い
て
」   

・
大
正
十
一
年
九
月
一
日 

史
料
番
号
⑲(

手
紙) 

大
津
淳
一
郎
か
ら
「
菊
池
武
保
妻
逝
去
の
弔
辞
」 

・
大
正
十
二
年
九
月
十
日 

史
料
番
号
⑨(

手
紙)

 
 

川
口
利
吉
か
ら
「
県
会
議
員
選
挙
へ
の
立
候
補
の
挨
拶
」 

・
大
正
十
二
年
九
月
十
三
日 

史
料
番
号
⑩(

手
紙) 

永
瀬
清
か
ら
「
県
会
議
員
選
挙
へ
の
立
候
補
の
挨
拶
」 

・
大
正
十
三
年
一
月
二
十
六
日 

史
料
番
号
①(

手
紙) 

 
 
 

大
津
淳
一
郎
か
ら
「
清
浦
内
閣
不
信
任
案
提
出
に
つ
き
」 

・
大
正
十
三
年
一
月
二
十
八
日 

史
料
番
号
⑫(

手
紙) 

衆
議
院
議
員
石
井
三
郎
か
ら
「
清
浦
内
閣
不
信
任
案
の
現
況
報
告
」 

・
大
正
十
三
年
三
月 

史
料
番
号
⑦(

手
紙) 

大
津
淳
一
郎
か
ら
「
来
る
総
選
挙
へ
の
立
候
補
の
挨
拶
」 

・
大
正
十
三
年
四
月
一
日 

史
料
番
号
⑪(

手
紙) 

 
 

憲
政
会
保
内
有
志
か
ら
「
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
立
候
補
し
た
大
津
淳

一
郎
へ
の
推
薦
依
頼
」 

・
大
正
十
三
年
六
月
十
日 

史
料
番
号
③(

手
紙) 

 
 

憲
政
会
茨
城
支
部
か
ら
「
憲
政
会
茨
城
支
部
幹
事
会
開
催
通
知
」 

・
大
正
十
三
年
六
月
十
日 

史
料
番
号
④(

手
紙) 

 
 

憲
政
会
茨
城
支
部
か
ら
「
保
内
郷
の
評
議
員
の
加
筆
依
頼
」 

・
昭
和
二
年
九
月 

史
料
番
号
㉘(

手
紙)

 
 
 
 
 

永
瀬
清
ほ
か
四
九
名
の
「
菊
池
武
保
君
の
県
会
議
員
候
補
者
推
薦
状
」 

・
昭
和
二
年
十
月
一
日 

史
料
番
号
㉜(

通
知
書) 

 
 

茨
城
県
知
事
か
ら
「
県
会
議
員
当
選
証
書
」 

・
昭
和
八
年
十
月
十
五
日 

史
料
番
号
⑱(

手
紙) 

 
 

蚕
業
取
締
所
水
戸
支
所
の
武
藤
常
介
か
ら
「
蚕
業
取
締
所
水
戸
支
所
太

田
出
張
所
支
所
昇
格
期
成
同
盟
会
結
成
、
顧
問
就
任
依
頼
」 

・
昭
和
八
年
十
月 

史
料
番
号
⑤(

手
紙) 

 

衆
議
院
議
員
中
井
川
浩
か
ら
「
久
慈
川
改
修
に
つ
い
て
」 

・
昭
和
八
年
十
月
二
十
二
日 

史
料
番
号
⑰(

手
紙) 

 
 
 

久
慈
川
改
修
期
成
同
盟
会
長
武
藤
常
介
か
ら
「
久
慈
川
改
修
の
件
、
調

査
決
定
の
礼
状
」 

・
昭
和
八
年
十
二
月
十
三
日 

史
料
番
号
㉗(

葉
書)

 

菊
池
武
保
か
ら
「
県
会
副
議
長
当
選
御
礼
挨
拶
状
」 

・
昭
和
二
十
一
年
九
月
十
一
日 

史
料
番
号
⑧(

手
紙) 

 

茨
城
県
内
務
部
長
か
ら
「
臨
時
県
会
招
集
通
知
」   

  

菊
池
雄
二
郎
家
は
、
初
代
武
保
、
二
代
目
武
保
と
も
に
大
子
町
長
を
務
め

て
い
る
関
係
か
ら
、
大
子
町
の
政
治
、
経
済
の
動
き
を
知
る
上
で
貴
重
な
史

料
を
所
蔵
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。 

（
常
陸
大
宮
市
在
住
） 
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大
子
の
お
医
者
さ
ん
（
二
） 

大
金
祐
介 

  

近
代
の
大
子
は
、
医
師
が
数
多
く
集
ま
る
町
で
あ
っ
た
。
は
た
し
て
、
ど

の
よ
う
な
医
師
が
集
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
活
躍
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。「
大
子
の
お
医
者
さ
ん
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
毎
回
、
近
代
の
大
子
に
お
い

て
活
躍
し
た
医
師
を
ご
紹
介
し
た
い
。 

 

樋
口
寛
三 

大
子
町
泉
町
、
小
崎
陶
器
店
の
向
か
い
に
、
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
病
院
建
築
が
あ
る
。
か
つ
て
樋
口
医
院
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
建
物
で
あ
る
。
こ
の
樋
口
医
院
を
開
業
し
た
の
が
樋
口
寛
三

で
あ
る
。 

 

樋
口
は
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
九
月
九
日
、
大
子
町
泉
町
の
樋
口
本

店
の
店
主
樋
口
與
平
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
樋
口
本
店
は
、
現
在
の
旧

セ
ラ
ヴ
ィ
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
金
物
、
肥
料
、
荒
物
な
ど
を
販
売
し
、
貨

物
運
送
業
や
旅
客
運
輸
業
ま
で
手
掛
け
て
い
た
。
ま
た
、
大
子
町
泉
町
、
現

在
の
大
子
町
特
産
品
流
通
公
社
・
大
子
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
務
所
の
と

こ
ろ
に
は
、
樋
口
本
店
の
呉
服
部
門
を
母
体
と
し
て
開
店
し
た
樋
口
本
店
の

系
列
店
と
も
言
う
べ
き
樋
口
呉
服
店
が
あ
っ
た
。
樋
口
本
店
は
、
近
代
の
大

子
を
代
表
す
る
大
店
の
ひ
と

つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

大
子
で
も
屈
指
の
豪
商
の

家
に
生
ま
れ
た
樋
口
だ
っ
た

が
、
彼
は
商
売
の
道
に
は
進

ま
な
か
っ
た
。
明
治
三
十
九

年
に
東
京
開
成
中
学
校

（
現
・
私
立
開
成
高
等
学
校
）
を

卒
業
す
る
と
、
同
じ
年
に
千

葉
医
学
専
門
学
校
（
現
・
千
葉

大
学
医
学
部
）
に
入
学
し
、

医
の
道
に
進
ん
だ
の
で

あ
る
。
明
治
四
十
三
年

に
千
葉
医
学
専
門
学
校

を
卒
業
す
る
と
、
一
年

志
願
兵
と
し
て
宇
都
宮

の
歩
兵
連
隊
に
入
営
し

た
。
除
隊
後
は
、
千
葉

医
学
専
門
学
校
附
属
医

院
（
現
・
千
葉
大
学
医
学

部
附
属
病
院
）
な
ど
の
病
院
に
勤
務
し
、
研
鑽
を
積
ん
だ
。
大
正
三
年
（
一
九

一
四
）
に
は
、
陸
軍
三
等
軍
医
に
任
官
し
、
正
八
位
に
叙
さ
れ
た
。 

 

大
正
四
年
、
故
郷
に
戻
っ
た
樋
口
は
、
樋
口
医
院
を
開
業
し
た
。
樋
口
医

院
で
は
、
内
外
科
一
般
の
診
察
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
樋
口
医
院
開
業

後
の
樋
口
に
つ
い
て
は
、「
千
葉
医
専
の
名
医
に
し
て
大
正
四
年
開
業
、
最
新

式
の
技
術
家
に
し
て
克
く
諸
般
の
研
究
を
な
せ
り
」（『
イ
ハ
ラ
キ
時
事
』
第
六
巻

第
九
号
、
大
正
十
年
発
行
）
、「
医
術
に
秀
て
家
運
益
々
繁
盛
す
、
資
性
剛
直
町
内

の
有
力
者
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
る
」（
弘
文
社
編
『
茨
城
人
名
辞
書
』
昭
和
五
年
発
行
）
、

「
剛
直
、
経
行
、
杏
林
の
一
異
材
」（
い
は
ら
き
新
聞
社
編
『
茨
城
人
名
録
』
昭
和

十
四
年
発
行
）
と
い
っ
た
評
伝
が
残
さ
れ
て
い
る
。
樋
口
は
、
最
新
の
優
れ
た

医
療
技
術
を
駆
使
し
、
人
々
の
好
評
を
博
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

本
誌
第
八
八
号
に
お
い
て
、
石
井
栄
次
郎
が
医
師
と
し
て
だ
け
で
な
く
政

治
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
こ
と
を
ご
紹
介
し
た
。
実
は
、
樋
口
も
「
町
内
の

有
力
者
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
る
」
と
の
評
伝
に
違
わ
ず
、
医
師
と
し
て
働
く
傍

ら
町
会
議
員
を
務
め
、
政
治
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
。 

 

樋
口
医
院
は
、
樋
口
寛
三
と
そ
の
後
を
継
い
だ
小
林
郷
次
郎
（
樋
口
の
娘
婿
）

の
二
代
の
医
師
に
よ
り
、大
正
四
年
の
開
業
か
ら
平
成
十
四
年
の
閉
院
ま
で
、

実
に
八
七
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
地
域
の
医
療
を
担
っ
た
。 （

大
子
町
在
住
） 

 
樋口寛三 

 
樋口医院の広告（昭和 3 年） 

『保内郷各町村商工庶業家総覧』より 
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大
子
町
在
住
小
生
瀬
宝
泉
寺
の
扉
に
見
る
大
子
の
中
世
（
一
） 

藤
井
達
也 

 

大
子
町
小
生
瀬
に
真
言
宗
の
宝
泉
寺
が
あ
り
ま
し
た
。
永
正
元
年
（
一
五
〇

四
）
の
創
建
と
伝
わ
り
、
上
利
員
村
（
常
陸
太
田
市
）
鏡
徳
寺
の
末
寺
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
宝
泉
寺
は
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
の
寺
院
整
理
に
よ

っ
て
、
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
廃
寺
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

水
戸
市
加
倉
井
に
あ
る
日
蓮
宗
の
妙
徳
寺
に
、
小
生
瀬
宝
泉
寺
の
本
尊
を

安
置
し
た
厨
子
の
扉
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
扉
を
収
め
て
い
る
箱
に
そ
の

由
来
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
保
十

五
年
に
廃
寺
と
な
っ
た
小
生
瀬
宝
泉

寺
の
厨
子
の
扉
に
は
、
戦
国
時
代
の

年
号
「
永
正
」「
大
永
」
や
「
加
倉
井
」

と
い
う
名
字
の
墨
書
が
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
加
倉
井
氏
の
子

孫
で
あ
る
加
倉
井
淡
路
（
砂
山
）
の
も

と
に
扉
が
送
ら
れ
、
加
倉
井
氏
と
ゆ

か
り
の
あ
る
妙
徳
寺
に
伝
わ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
偶
然
を

経
て
現
存
す
る
扉
に
は
、
大
子
周
辺

の
中
世
を
考
え
る
上
で
非
常
に
貴
重

な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
回
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

宝
泉
寺
の
扉
の
右
側
に
は
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
の
書
付
、
左
側
に
は
永

正
七
年
（
一
五
一
〇
）
の
書
付
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
花
押
を
添
え
た

署
名
や
和
歌
も
見
ら
れ
ま
す
。
永
正
七
年
の
書
付
か
ら
順
に
内
容
を
見
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

【
永
正
七
年
部
分
】 

〔
原
文
〕 

 

両
那
須
さ
い
乱
に
つ
い
て
江
戸
動
を
成
候
、
然
間
当
地
陣
取
候
者
、 

 
 

野
口
周
防
守
六
十
三 

野
口
す
わ
う
（
周
防
）
義
国
（
花
押
） 

 

春
秋
下
野
守 

内
藤
修
理
亮 

矢
田
部
大
蔵
忠 

 
 

永
正
七
年
八
月
廿
一
日 

江
戸
い
つ
（
伊
豆
） 

か
く
ら
い
（
加
倉
井
）
日
向
守 

 

〔
現
代
語
訳
〕 

 

両
那
須
（
上
那
須
氏
・
下
那
須
氏
）
が
再
び
対
立
を
始
め
た
た
め
、
江
戸
氏
が

軍
事
行
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
、
当
地
（
小
生
瀬
宝
泉
寺
）
に
陣
を

と
っ
た
者
は
以
下
の
通
り
で
す
（
人
名
は
省
略
）
。 

  

永
正
七
年
、
対
立
を
繰
り
返
し
て
い
た
上
那
須
氏
と
下
那
須
氏
の
関
係
が

再
び
燻
り
出
し
ま
す
。
こ
の
時
に
、
上
那
須
氏
を
支
援
す
る
古
河
公
方
足
利

政
氏
か
ら
佐
竹
氏
に
那
須
出
兵
が
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
佐
竹
氏
は
永
正
七
年

八
月
頃
に
、
那
須
方
面
へ
の
通
り
道
で
あ
る
依
上
保
に
軍
事
行
動
を
行
い
ま

す
。こ
れ
は
佐
竹
氏
の
依
上
保
進
出
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
時
に
、

六
三
歳
の
野
口
周
防
守
義
国
と
と
も
に
江
戸
氏
（
江
戸
伊
豆
）
及
び
江
戸
氏
家

臣
（
春
秋
氏
、
内
藤
氏
、
矢
田
部
氏
、
加
倉
井
氏
）
が
小
生
瀬
宝
泉
寺
に
陣
取
っ
た

の
で
す
。
野
口
氏
や
江
戸
氏
は
佐
竹
氏
に
従
っ
て
軍
事
行
動
を
行
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
。（
続
く
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
水
戸
市
在
住
） 

 

【
訂
正
】 
拙
稿
「【
史
料
紹
介
】「
道
中
行
程
記
」
―
棚
倉
か
ら
八
溝
山
へ
の

道
」（
本
誌
第
八
八
号
所
収
）
で
、「
弘
法
大
師
護
摩
之
所
」
が
「
山
本
不
動
尊
」

を
指
す
と
記
し
ま
し
た
が
、「
奥
ノ
院
の
護
摩
壇
」（
鬼
煩
山
）
の
誤
り
で
し
た

（
飯
村
尋
道
氏
の
ご
教
示
）
。
こ
こ
に
誤
り
を
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

小生瀬宝泉寺（国立国会図書館蔵

「常陸国北郡里程間数之記」） 
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大
子
町
の
経
済
更
生
運
動
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農
村
改
良
劇
「
栄
ゆ
く
村
」（
二
） 

  

昭
和
初
期
の
大
子
町
は
、
二
年
（
一
九
二
七
）
三
月
の
大
郡
線
（
の
ち
水
郡
線

に
改
称
）
常
陸
大
子
駅
の
開
通
や
大
子
郵
便
局
の
電
話
の
開
設
な
ど
、
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
展
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
因
み
に
、
五
年
一
月
の
大
子

駅
の
乗
車
人
員
は
五
六
四
〇
人
、
降
車
人
員
は
五
五
〇
六
人
と
な
っ
て
い
る

（
昭
和
五
年
二
月
八
日
付
「
い
は
ら
き
」
新
聞
）
。
九
年
三
月
に
は
水
郡
線
が
全
線

開
通
し
、
鉄
道
省
運
営
の
常
野
線
省
営
バ
ス
が
大
子
駅
と
烏
山
駅
間
で
運
行

を
開
始
す
る
。
水
戸
、
東
京
方
面
の
み
な
ら
ず
、
福
島
、
栃
木
方
面
と
の
交

通
も
容
易
に
な
っ
た
。ま
た
、水
郡
線
沿
線
の
各
駅
に
は
運
送
店
が
開
業
し
、

農
産
物
や
林
産
物
の
貨
物
輸
送
が
行
わ
れ
る
と
、
販
路
が
拡
大
し
、
大
子
地

方
の
経
済
発
展
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

し
か
し
そ
う
し
た
一
方
で
、
農
村
の
生
活
は
窮
乏
に
喘
い
で
い
た
。 

 

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
十
月
二
十
四
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
で
株

価
が
大
暴
落
し
た
。
そ
の
後
も
暴
落
を
続
け
、
わ
ず
か
二
、
三
週
間
で
、
ア

メ
リ
カ
が
第
一
次
世
界
大
戦
に
消
費
し
た
金
額
に
相
当
す
る
三
百
億
ド
ル
が

吹
き
飛
ん
だ
と
さ
れ
る
。
原
因
は
、
自
動
車
、
電
機
、
住
宅
建
設
な
ど
の
産

業
が
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、富
裕
階
級
と
貧
困
階
級
の
格
差
の
拡
大
、

異
常
な
株
式
投
機
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
大
恐
慌
は
、

世
界
規
模
の
恐
慌
に
拡
大
し
、
翌
五
年
に
は
日
本
の
農
村
を
直
撃
し
た
。
い

わ
ゆ
る
昭
和
恐
慌
で
あ
る
。 

 

当
時
、
ア
メ
リ
カ
向
け
に
輸
出
し
て
い
た
生
糸
の
価
格
が
暴
落
し
、
そ
れ

を
導
火
線
と
し
て
他
の
農
産
物
価
格
も
次
々
と
下
落
し
た
。
も
っ
と
も
打
撃

の
大
き
い
繭
は
、
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
値
下
が
り
し
た
と
言
わ
れ
る
。
生

糸
は
日
本
の
輸
出
品
総
額
の
約
四
割
を
占
め
、
そ
の
九
割
以
上
は
ア
メ
リ
カ

へ
輸
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
農
産
物
の
価
格
は
、
繭
を
は
じ
め
と
し
て

米
、
麦
、
蔬
菜
、
花
卉
、
果
実
、
茶
、
そ
の
他
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
下
落
し
、

そ
の
期
間
は
昭
和
五
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
六
年
に
も
及
ん
だ
。
十
一
年
に

は
ほ
ぼ
回
復
し
て
い
る
が
、
た
だ
繭
の
価
格
だ
け
は
わ
ず
か
に
上
向
い
て
い

る
程
度
で
あ
っ
た
（『
本
邦
農
業
要
覧
』
一
九
四
〇
年
版
参
照
）
。 

 

こ
う
し
た
農
産
物
価
格
の
下
落
は
、
農
家
経
済
の
窮
迫
と
負
債
の
増
幅
を

招
き
、
農
業
経
営
が
疲
弊
す
る
。
更
に
農
民
の
生
活
を
苦
し
め
た
の
が
、
降

雹
、
豪
雨
、
冷
害
な
ど
の
自
然
災
害
で
あ
る
。
例
え
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

降
雹
と
豪
雨
で 

保
内
郷
地
方
の
惨
状 

 
 
 

黒
沢
、
宮
川
地
方
の
被
害
が
殊
に
甚
大 

麦
、
煙
草
は
全
滅
の
姿 

 

さ
る
五
日
来
の
大
降
雹
で
県
内
で
も
最
も
惨
状
を
極
め
た
保
内
郷
地
方
は

驚
く
べ
き
大
被
害
を
蒙
り
殆
ど
目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
悲
惨
な
個
所
も
あ
り

〈
中
略
〉
最
も
被
害
多
い
の
は
大
子
町
浅
川
冥
賀
部
落
で
浅
川
の
調
査
に
よ

る
と
葉
煙
草
被
害
は
約
三
割
十
三
町
歩
、
大
小
麦
ビ
ー
ル
麦
三
十
町
歩
そ

の
他
蔬
菜
果
樹
類
も
非
常
な
損
害
を
蒙
つ
て
ゐ
る
更
に
八
溝
嵐
の
豪
雨
と

大
降
雹
に
一
た
ま
り
も
な
く
打
ち
の
め
さ
れ
た
黒
沢
村
か
ら
宮
川
村
に
か

け
て
は
煙
草
、
大
小
麦
等
の
農
作
物
は
殆
ど
全
滅
の
惨
状
で
麦
類
煙
草
作

等
は
再
生
の
見
込
み
立
た
ず
約
七
割
余
に
達
す
る
被
害
に
一
般
農
作
者
は

血
の
出
る
や
う
な
思
ひ
で
そ
の
跡
へ
は
他
の
農
作
物
を
耕
作
す
る
等
の
惨

状
を
呈
し
て
ゐ
る 

（
昭
和
六
年
六
月
八
日
付
「
い
は
ら
き
」
新
聞
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
井
上
和
司
） 

 

  

編 

集 

大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
会 

編
集
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